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払肖三

一
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十
七
日
作
の
六
首
を
め
ぐ
っ
て
一岡

田

喜
 
久
 
男

 
大
伴
家
持
が
『
万
葉
集
」
の
編
纂
者
と
し
て
最
も
有
力
で
あ
り
、
『
万
葉
集
』

の
瞬
結
数
四
千
五
百
人
払
の
一
割
以
上
の
音
大
な
歌
を
作
っ
た
こ
と
、
ま
た
万

葉
調
・
ま
す
ら
を
ぶ
り
と
は
ほ
ど
遠
い
繊
細
華
麗
な
歌
風
を
創
造
し
た
こ
と
な

ど
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
そ
の
名
家
ゆ
え
の
苦
悩
か

ら
歌
作
に
励
み
、
官
人
と
し
て
の
業
績
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
の
み
な

ら
ず
政
界
の
争
い
の
申
で
波
瀾
に
富
ん
だ
一
生
を
送
り
、
死
後
ま
で
そ
の
経
歴

を
書
き
替
え
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
「
続
日
本
紀
』
『
公
卿
補
任
」
『
大

伴
系
図
」
な
ど
の
豊
富
な
資
料
と
『
万
葉
集
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

 
青
春
時
代
の
数
多
い
女
性
と
の
相
聞
歌
の
贈
答
は
一
見
華
や
か
で
あ
る
が
、

朝
廷
に
着
々
と
勢
力
を
築
い
て
き
た
新
興
氏
族
藤
原
氏
と
の
対
立
は
、
大
伴
一

族
を
圧
迫
し
、
分
裂
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
伴
氏
の
、
神
代
以

来
の
栄
光
と
、
一
門
の
軽
挙
を
戒
め
る
家
持
の
衿
侍
と
保
守
的
態
度
は
馬
時
代

の
趨
勢
と
歩
を
一
に
し
て
い
た
の
で
、
『
家
持
論
』
の
多
く
は
当
時
の
天
皇
を

と
り
ま
く
社
会
情
況
を
踏
ま
え
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
確
か
に
一
族
の
長
た
る

者
の
背
負
う
責
務
と
権
力
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
だ

け
に
衰
え
に
向
う
氏
族
の
長
に
は
多
く
の
苦
悩
と
焦
躁
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、

そ
の
統
率
力
や
性
格
が
、
武
門
の
家
柄
と
相
入
れ
な
か
っ
た
家
持
の
場
合
は
、

ま
す
ま
す
「
上
に
立
つ
者
」
の
悩
み
が
深
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

 
然
し
な
が
ら
、
私
自
身
、
文
学
的
営
み
が
、
そ
う
ス
ト
レ
ー
ト
に
作
者
の
社

会
的
存
在
性
と
結
び
つ
く
か
ど
う
か
を
確
め
た
い
思
い
が
強
く
、
そ
れ
も
作
品

自
体
に
よ
っ
て
知
り
た
い
と
思
い
本
稿
を
書
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
大
伴
氏
の
『
族
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
長
歌
の
詠
ま
れ
た
、
家
持
の
少
納

言
時
代
の
一
日
に
焦
点
を
当
て
、
作
者
の
社
会
性
と
文
学
性
を
追
求
し
て
み
た

・
い
。

 
家
持
の
六
首
の
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
歌
の
理
解
の
基
礎
と
な
る
、
家

持
の
生
涯
の
素
描
を
し
て
お
き
た
い
。
，
家
持
の
一
生
は
「
好
日
本
紀
』
に
よ

っ
て
官
職
歴
・
昇
進
の
情
況
が
ほ
ぼ
明
か
で
あ
る
が
、
生
年
推
定
の
手
が
か
り

は
、
『
万
葉
集
』
の
天
平
十
年
（
七
三
八
年
）
十
月
十
七
日
の
作
の
左
注
に
あ

る
。

 
 
も
み
ち
ば

 
 
黄
葉
の
過
ぎ
ま
く
惜
し
み
思
ふ
ど
ち
遊
ぶ
今
夜
は
明
け
ず
も
あ
ら
ぬ
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
五
九
一
）

 
 
 
 
 
 
 
 
う
ど
ね
り

 
 
 
右
の
一
首
は
内
舎
人
大
伴
宿
禰
家
持

こ
れ
に
よ
っ
て
、
天
平
十
年
に
家
持
は
内
舎
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
内
舎

人
は
「
令
義
解
』
の
軍
防
令
に

（1）

大
伴
家
持
小
論
 
一
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十
七
日
作
の
六
首
を
め
ぐ
っ
て
ー



 
 
凡
五
位
以
上
子
孫
、
年
二
十
一
以
上
見
無
役
任
、
毎
年
京
国
官
司
、
二
面

 
知
実
限
十
二
月
一
日
、
重
三
送
式
部
…
…
性
識
聰
敏
、
儀
容
可
取
、
充
内
舎

 
人
、
三
位
以
上
子
、
不
在
簡
限
…
…

と
あ
る
の
で
、
従
二
位
旅
人
，
の
子
で
あ
っ
た
家
持
は
選
抜
を
受
け
ず
に
、
少
く

と
も
天
平
九
年
十
二
月
に
内
舎
人
で
二
十
一
才
に
は
な
っ
て
い
た
。
生
年
を
逆

算
す
れ
ば
、
養
老
元
年
（
七
一
七
年
）
か
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
公

卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
宝
亀
十
一
年
（
七
八
○
年
）
の
、
初
め
て
参
議
と
な
っ

た
家
持
の
名
の
傍
に
「
大
納
言
従
二
位
旅
人
（
又
各
多
比
等
）
之
子
。
天
平
元

年
己
巳
生
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
の
『
万
葉
集
』
の
、
天
平
十
年
に
内
倉
入

で
あ
っ
た
と
す
る
記
載
に
全
く
合
わ
な
い
。
『
公
卿
補
任
」
の
宝
亀
十
二
年
の

条
に
は
家
持
の
名
の
下
に
蘇
＋
）
と
あ
り
、
『
万
葉
集
』
の
記
録
に
近
い
が
、
養

老
二
年
（
七
一
八
年
）
の
生
れ
と
な
っ
て
、
令
の
規
定
が
厳
密
に
守
ら
れ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
二
十
才
で
内
舎
入
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
や
は
り
肯
け
な
い
。

今
は
同
応
、
養
老
元
年
誕
生
と
し
て
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

 
次
に
没
年
は
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
（
七
八
五
年
）
八
月
二
十
八
日
の
条

に 
 
中
納
言
従
三
位
大
伴
宿
禰
家
持
死
。

と
あ
る
。
享
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
養
老
元
年
誕
生
と
し
て
、
六
十
九
才

の
生
涯
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
生
涯
を
歌
才
の
面
か
ら
み
る
と
、
ほ
ぼ
年
代
の
確
実
な
初
出
は
、
配
列

か
ら
し
て
天
平
五
年
（
七
三
三
年
）
．
の
作
と
思
わ
れ
る
。

 
 
雛
廿
て
纈
罵
見
れ
ば
量
見
し
人
の
躍
曜
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
九
九

四
）の

初
々
し
い
歌
で
、
年
代
明
記
の
最
径
の
歌
は
巻
末
の
天
平
宝
字
三
年
（
七
五

九
年
）
の

 
あ
ら
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
よ
ご
と

 
新
し
き
年
の
始
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
重
げ
吉
事
（
四
五
一
六
）

で
あ
る
。
天
平
五
年
は
、
山
上
憶
良
が
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
年
で
、
一
般

的
な
万
葉
の
時
代
区
分
で
は
第
三
期
と
第
四
期
を
分
け
る
年
で
も
あ
る
。
文
字

通
り
第
四
期
の
歌
人
と
し
て
登
場
し
た
家
持
は
時
に
十
七
才
、
以
後
四
十
三
才

迄
の
二
十
七
年
程
が
、
歌
人
家
持
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
四
十
三
才
か
ら
六
十
九

才
迄
の
二
十
六
年
間
の
家
持
歌
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
。
晩
年
と
い
う
に
は
あ
ま

り
に
長
い
間
の
歌
が
伝
わ
ら
な
い
事
に
つ
い
て
は
議
論
百
出
で
あ
る
が
、
私
に

は
分
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
『
万
葉
集
』
に
残
る
家
持
歌
は
、
長
歌
四
十
六
首
、
短
歌
四
百
二
，
十
六
首
、
旋

頭
歌
一
首
、
の
合
計
四
百
七
十
三
首
、
こ
れ
を
小
野
華
氏
は
家
持
の
生
涯
の
中

で
歌
の
あ
る
三
つ
の
時
期
、
越
中
時
代
以
前
、
越
中
時
代
、
以
後
に
分
け
て
表

に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
と
言
わ
れ
る
。
 
（
『
大
伴
家

持
研
究
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旋
頭
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合
 
 
計

 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
 
 
歌

以
 
 
前
（
1
4
年
）

越
中
時
代
（
5
年
）

以
 
 
後
（
8
年
）

合
 
 
計
（
2
7
年
）

五
三
五山ノ＼

四
六

短
 
 
歌

一
五
三

一
八
七

八
六

四
二
六

○○

一
五
八

二
二
一
二

九
二

一

四
七
三

こ
の
表
で
最
も
特
徴
的
な
事
は
、
越
中
時
代
五
年
間
の
歌
作
の
多
さ
と
、
長
歌

へ
の
傾
倒
で
あ
る
。

（一，2 ）



 
さ
て
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
年
）
、
家
持
は
注
目
す
べ
き
三
類
六
首
の
歌

を
詠
ん
だ
。
、

 
 
 
 
や
か
ら

 
'
・
 
族
に
喩
す
歌
一
首
樋
緻
睦
井

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
も
 
 
 
 
す
め
ろ
き

 
 
ひ
さ
か
た
の
 
天
の
戸
開
き
高
千
穂
の
 
獄
に
天
降
り
し
 
皇
祖
の

 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
 
 

た
に
ぎ
 
 
 
 
 
ま
か
ご
や

 
 
神
の
御
代
よ
り
 
楯
弓
を
 
手
握
り
持
た
し
 
真
鹿
児
矢
を
 
手
挾
み
添

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
す
ら
 
た
け
を
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
き
 
 
お
ほ

 
 
へ
て
 
大
久
米
の
 
大
夫
健
男
を
先
に
立
て
 
靭
取
り
負
せ
 
山
川

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ぎ

 
 
を
手
根
さ
く
み
て
 
踏
み
と
ほ
り
国
寛
し
つ
つ
 
ち
は
や
ぶ
る
神

 
 
 
 
 
 
 
ま
つ
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
は

 
 
を
言
向
け
 
服
従
へ
ぬ
 
人
を
も
和
し
 
掃
き
清
め
 
仕
へ
奉
り
て
 
秋

 
 
津
島
 
大
和
の
国
の
 
橿
原
の
 
畝
傍
の
宮
に
 
宮
柱
 
太
知
り
立
て
て

 
 
あ
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
め
ろ
き
 
 
あ
ま

 
 
天
の
下
知
ら
し
め
し
け
る
皇
祖
の
天
の
日
嗣
と
継
ぎ
て
来
る
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
め
ら
べ

 
 
の
御
代
御
代
隠
さ
は
ぬ
赤
き
心
を
皇
恩
に
極
め
止
し
て
仕
へ
来
る

 
か
み
 
つ
か
さ
 
 
 
こ
と
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
み
の
こ

 
 
祖
の
職
と
 
言
立
て
て
 
授
け
給
へ
る
 
子
孫
の
 
い
や
継
ぎ
継
ぎ

 
 
に
 
見
る
人
の
 
語
り
つ
ぎ
て
て
 
聞
く
人
の
 
鏡
に
せ
む
を
 
あ
た
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
な
こ
と
 
 
 
お
や

 
 
し
き
 
清
き
そ
の
名
そ
 
お
ぼ
ろ
か
に
 
心
思
ひ
て
 
虚
言
も
 
祖
の

 
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
す
ら
を
 
 
と
も

 
 
名
断
つ
な
 
大
伴
の
 
氏
と
名
に
負
へ
る
 
大
夫
の
伴
（
四
四
六
五
）

 
 
磯
城
島
の
大
和
の
国
に
明
ら
け
き
名
に
負
ふ
伴
の
緒
三
つ
と
め
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
六
六
）

 
 
つ
る
ぎ
た
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
に
し
へ
 
き
ゃ

 
 
剣
大
刀
い
よ
よ
研
ぐ
べ
し
古
ゆ
清
け
く
負
ひ
て
来
に
し
そ
の
名
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
六
七
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ら
な

 
 
右
は
淡
海
真
人
三
船
の
講
言
に
縁
り
て
、
出
雲
守
大
伴
白
球
斐
宿
禰
解

 
 
任
せ
ら
る
。
是
を
以
ち
て
家
持
此
の
歌
を
作
れ
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
り

 
 
病
に
臥
し
て
無
常
を
悲
し
び
、
修
道
を
欲
し
て
作
る
単
一
，
一
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
や

う
つ
せ
み
は
数
な
き
身
な
り
山
川
の
清
け
き
見
つ
づ
道
導
尋
ね
な

大
伴
家
持
小
論
 
-
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十
七
日
作
の
六
首
を
め
ぐ
っ
て
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
六
八
）

 
 
 
 
 
ロ
き
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
よ

渡
る
日
の
影
に
競
ひ
て
尋
ね
て
な
清
き
そ
の
道
ま
た
も
遇
は
む
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
六
九
）

 
 
い
の
ち

 
 
寿
を
願
ひ
て
作
る
歌
一
首

み
つ
ぼ

泡
沫
な
す
摩
れ
る
身
そ
と
は
知
れ
れ
ど
も
な
ほ
し
願
ひ
つ
千
歳
の
命
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
七
〇
）

 
以
前
の
歌
六
首
は
、
六
月
十
七
日
に
、
大
伴
宿
禰
家
持
作
れ
り
。

 
こ
の
よ
う
に
、
一
族
を
組
す
歌
、
修
道
を
志
す
歌
と
長
寿
を
願
う
歌
、
の
三

つ
の
世
界
が
一
日
の
申
に
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
驚
か
ぎ
る
を
得
な
い
。
右

の
三
類
六
首
の
歌
に
つ
い
て
に
、
従
来
幾
つ
か
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。
要

約
す
る
と
次
の
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

 
一
、
長
歌
の
左
注
、
「
右
、
縁
淡
海
真
人
三
船
諜
言
…
」
の
部
分
を
、
「
右

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
よ

 
 
は
淡
海
真
風
三
船
の
議
言
に
縁
っ
て
（
議
言
の
せ
い
で
）
と
解
す
る
か
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ら
な

 
 
「
右
は
淡
海
真
人
三
船
の
識
言
に
縁
り
て
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
の

 
 
点
。

 
二
、
長
歌
は
、
「
大
伴
古
許
斐
」
が
出
雲
守
を
解
任
さ
れ
た
事
件
〔
「
続
日

 
 
本
紀
』
に
よ
れ
ば
天
平
勝
宝
七
歳
（
七
五
五
年
）
五
月
癸
亥
（
十
日
）
に

 
 
起
っ
た
〕
の
一
ヶ
月
以
上
後
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
時
機
を
逸
っ
し

 
 
て
い
る
し
、
又
誰
れ
に
向
け
て
詠
ま
れ
た
の
で
あ
る
か
。

 
三
、
 
「
族
を
回
す
歌
」
は
、
大
伴
氏
の
嫡
…
流
と
し
て
一
族
の
無
事
と
永
続
を

 
 
歌
う
極
め
て
政
治
的
な
も
の
、
「
病
に
臥
し
て
…
」
の
歌
は
、
病
ん
だ
体

 
 
で
仏
教
に
帰
依
せ
ん
と
し
、
「
寿
を
願
ひ
て
作
る
歌
」
は
文
字
通
り
長
寿

C3）



 
 
を
願
う
歌
と
、
目
的
も
意
識
も
違
う
三
富
六
首
が
一
日
の
内
に
本
当
に
詠

 
 
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
当
然
第
三
の
疑
問
が
最
も
大
き
ぐ
重
大
で
あ
る
が
、
右
の
三
点
は
六
首
の
歌

の
本
質
と
も
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
検
討
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

三
点
を
考
え
な
が
ら
歌
自
体
へ
と
論
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

 
 
や
か
ら

 
「
族
を
喩
す
歌
」
は
、
右
に
書
い
た
よ
う
に
、
大
伴
氏
の
有
力
者
で
、
天

平
勝
宝
八
歳
に
、
従
四
位
上
出
雲
守
で
あ
っ
た
大
伴
古
慈
心
が
失
脚
し
た
事
件

を
う
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
既
に
『
万
葉
代

匠
記
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
続
日
本
紀
」
孝
年
紀
天
平
勝
宝
八
歳
五
月
の

条
に
、

 
㈲
、
発
亥
（
十
日
）
、
出
雲
国
守
従
四
位
上
大
伴
宿
禰
古
慈
斐
、
内
竪
淡
海

 
 
真
人
三
船
、
坐
誹
諦
朝
廷
先
人
直
感
礼
、
三
春
左
右
衛
士
府
。
丙
寅
（
十

 
 
三
日
）
詔
並
放
免
。

，
と
あ
り
同
書
光
仁
紀
宝
亀
八
年
（
七
七
七
年
）
八
月
の
条
に
も
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。

 
⑬
、
丁
酉
（
十
九
日
）
大
和
守
旧
三
位
大
伴
宿
禰
古
並
立
麗
。
…
…
下
血
才

 
 
幹
、
略
画
書
紀
、
起
筆
大
学
大
立
、
贈
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
不
請
等
、
以

 
 
亡
妻
之
、
・
勝
宝
年
中
累
遷
従
五
位
上
衛
門
督
、
俄
遷
出
雲
守
、
自
再
製

 
 
外
、
意
常
欝
欝
、
紫
微
内
相
藤
原
仲
満
々
以
誹
諸
左
降
土
左
守
…
…

 
こ
れ
に
よ
っ
て
分
る
こ
と
は
「
大
伴
古
慈
斐
と
淡
海
三
船
が
、
朝
廷
を
誹
等

し
た
と
し
て
捕
え
ら
れ
、
三
日
後
に
許
さ
れ
た
事
件
は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
識
言

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
古
慈
斐
自
身
に
も
衛
門
督
か
ら
出
雲
守
に
移
さ

れ
、
連
々
と
し
て
楽
し
ま
な
か
っ
た
な
ど
の
乗
ぜ
ら
れ
る
隙
が
あ
っ
た
。
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
従
五
位
上
兵
部
少
輔
で
あ
っ
た
家
持
が
、
こ
の
事

件
を
知
り
大
い
に
動
揺
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
又
こ
の
事
件
の
あ
っ

た
翌
年
の
天
平
宝
字
元
年
、
橘
奈
良
麻
呂
は
、
仲
麻
呂
の
台
頭
を
排
除
し
よ

う
と
多
く
の
人
と
計
画
す
る
が
、
密
告
に
よ
っ
て
仲
麻
呂
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
一
味
は
次
々
と
捕
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
時
大
伴
一
族
で
名
の
見
え
る

の
は
、
古
麻
呂
（
正
四
位
下
左
大
弁
）
、
古
慈
斐
、
池
主
（
式
部
少
丞
）
、
駿

河
麻
呂
（
従
五
位
下
越
前
蟹
）
、
兄
入
な
ど
で
あ
っ
た
。

 
古
鐘
斐
の
事
件
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
を
信
頼
す
べ
き
で
あ
る

と
思
う
し
、
前
後
の
記
事
も
矛
盾
b
な
い
の
で
、
長
歌
の
左
注
は
『
万
葉
集
私

注
」
 
（
土
屋
文
明
）
の
説
く
よ
う
に
、

 
 
「
縁
」
は
因
縁
な
ど
の
縁
で
は
な
ぐ
、
縁
坐
の
縁
で
あ
る
。
縁
坐
は
連
坐

 
と
同
じ
く
、
共
犯
同
罪
の
意
の
法
律
用
語
で
あ
る
が
、
唐
律
は
専
ら
此
の
語

 
を
用
ゐ
、
日
本
律
又
踏
襲
し
て
居
る
か
ら
、
律
令
官
僚
た
る
家
持
に
は
慣
用

 
の
語
で
あ
っ
た
ら
う
。

と
い
う
の
に
従
う
べ
き
で
（
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
と
矛
盾
が
な
く
な
る
と
同

時
に
、
長
歌
全
体
に
流
れ
る
消
極
的
な
態
度
-
即
ち
怒
り
よ
り
も
耐
え
て
い
る

よ
ヶ
な
一
と
も
合
致
す
る
と
思
う
。

 
次
に
こ
の
長
歌
の
詠
ま
れ
た
時
機
と
喩
す
べ
き
相
手
の
問
題
で
あ
る
が
、
六

月
十
七
日
の
日
付
に
つ
い
て
は
疑
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
、
た
だ
し
、
こ
の

歌
が
突
然
家
持
の
発
想
し
た
も
の
で
な
い
事
は
勿
論
で
、
古
顔
斐
の
事
件
以

来
、
常
々
書
き
留
め
て
お
い
た
草
稿
を
改
め
て
こ
の
日
に
完
成
し
た
と
い
う
の

が
真
相
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
病
床
に
あ
っ
て
」
に
は
あ
ま
り
拘
泥
す
る
必
要
．

は
な
い
と
思
う
。
何
故
な
ら
ば
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
亡
命
六
首
の
歌

は
、
心
細
く
な
っ
た
家
持
の
悲
痛
な
叫
び
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
進
ん
で
自

（4）



己
の
心
情
を
虚
構
の
中
に
発
表
し
た
作
品
群
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
と
な
る
と
幽
す
べ
き
相
手
と
は
、
大
伴
氏
一
族
で
あ
る
と
同
時
に
、

自
分
自
身
で
あ
り
、
更
に
は
大
伴
氏
の
嫡
流
の
動
行
を
注
意
深
く
見
守
っ
て
い

る
に
違
い
な
い
、
藤
原
仲
麻
呂
へ
の
言
立
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
又
こ
の
時
期

を
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
橘
奈
良
麻
呂
の
変
と
の
関
係
が
考

え
ら
れ
よ
う
。
天
平
十
七
年
（
七
四
五
年
）
か
ら
始
つ
た
奈
良
麻
呂
の
対
仲
麻

呂
作
戦
は
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
年
）
七
月
の
挫
折
で
終
る
が
、
こ
の
歌

の
詠
ま
れ
た
頃
は
佐
伯
・
大
伴
の
両
氏
に
対
し
て
誘
い
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た

に
違
い
な
く
、
約
一
ヶ
月
程
前
の
三
等
斐
の
事
件
で
衝
激
を
受
け
た
家
持
は
、

も
は
や
沈
黙
し
難
く
こ
の
歌
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
発
表
の
様
子
に

つ
い
て
は
何
等
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
こ
れ
程
の
力
作
を
空
し
く
笙
底
に

秘
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
奈
良
麻
呂
の
変
の
前
月
に
兵
部
少
輔
か
ら
大

輔
に
昇
っ
た
の
も
こ
の
歌
な
ど
を
始
め
と
す
る
、
家
持
の
必
死
の
努
力
に
よ
っ

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。

 
次
に
最
も
重
要
な
、
一
日
に
三
会
の
内
容
を
詠
ん
だ
点
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
万
葉
集
私
注
』
で

 
 
以
上
六
首
、
即
ち
喩
族
歌
か
ら
こ
れ
ま
で
を
同
時
に
製
作
し
て
居
る
。
政

 
治
的
立
場
に
不
徹
底
の
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
に
記
し
た
如
く
で
あ
る
層

 
が
、
家
持
に
は
退
い
て
自
ら
の
清
き
を
守
ら
う
と
す
る
心
持
も
強
く
働
い
て

 
居
た
こ
と
が
、
此
等
三
首
の
歌
で
知
り
得
ら
れ
る
。
家
持
は
英
雄
で
も
豪
傑

 
で
も
な
く
、
ま
た
得
道
の
聖
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
か
う
し
た
凡
人
の
迷
の

 
申
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
別
に
非
難
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

乏
言
及
し
、
「
萬
葉
集
全
註
釈
」
 
（
武
田
祐
吉
）
で
も

 
 
族
に
注
す
歌
の
よ
う
な
、
氏
族
の
名
を
貴
ぶ
歌
を
作
る
一
方
、
こ
の
よ
う

大
伴
家
持
小
論
 
一
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十
七
日
作
の
六
首
を
め
ぐ
っ
て
一

 
な
無
常
思
想
の
歌
（
四
四
六
八
の
こ
走
-
筆
者
注
）
を
も
詠
ん
で
い
る
。

 
自
分
で
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
思
想
は
動
揺
し
て
い

 
た
の
で
あ
る
。
氏
族
の
名
を
思
い
、
山
川
の
浄
き
を
見
つ
つ
道
を
求
め
よ
う

 
と
し
、
ま
た
寿
命
を
願
う
。
 
こ
れ
こ
そ
大
伴
の
家
持
の
生
き
た
姿
で
あ
っ

 
た
。

と
論
ん
じ
て
い
る
。
確
か
に
、
題
詞
か
ら
だ
け
見
る
と
、
振
幅
の
大
き
な
内
容

の
三
聖
六
首
に
思
え
る
の
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
む
し
ろ
彼
の
生

き
方
の
宣
言
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
六
首
の
歌
は
、
既
に
着
々
と
企
て

ら
れ
て
い
る
仮
仲
麻
呂
派
の
行
動
に
、
少
く
と
も
自
分
は
一
切
関
り
た
く
な
い

し
、
そ
の
為
に
は
病
に
で
も
、
出
家
で
も
し
て
、
と
に
か
く
大
伴
宗
家
の
名
を

継
ぎ
、
命
脈
を
延
ば
し
た
い
、
の
思
い
が
詠
ま
せ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
北
山
茂
夫
氏
が
「
天
平
末
葉
に
お
け
る
橘
奈
良
麻

呂
の
変
」
 
（
「
日
本
古
代
政
治
史
の
研
究
』
所
収
）
の
中
で
明
確
に
論
破
し
て

い
る
。

 
 
事
件
（
古
慈
斐
の
事
件
を
指
す
一
筆
者
注
）
後
ほ
ぼ
一
月
を
経
過
し
・
た
六

 
月
十
七
日
に
彼
は
「
族
に
喩
す
歌
」
を
つ
く
っ
た
。
…
…
だ
が
家
持
の
信
條

 
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
と
は
い
え
。
か
れ
を
ふ
く

 
め
た
大
伴
氏
が
「
隠
さ
は
ぬ
赤
き
心
」
を
さ
さ
ぐ
べ
き
対
象
の
天
皇
と
そ
の

 
周
辺
を
考
え
る
と
、
作
者
そ
の
人
に
と
っ
て
も
、
と
う
て
い
こ
ん
な
悠
長
な

 
こ
と
を
い
っ
で
お
れ
な
い
こ
と
ぐ
ら
い
は
十
分
に
心
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

 
か
れ
が
望
を
か
け
た
聖
武
上
皇
は
す
で
に
こ
の
世
の
人
で
は
な
か
っ
た
で
は

 
な
い
か
。
し
か
る
に
あ
え
て
こ
う
い
う
そ
ら
ぞ
ら
し
い
言
辞
を
つ
ら
ね
て
大

 
真
面
目
に
う
た
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
吉
慈
斐
の
逮
捕
で
激
昂
し
て

 
い
る
一
門
春
属
の
暴
発
を
抑
え
、
政
敵
の
挑
発
を
そ
ら
し
、
同
時
に
そ
れ
に

（5）



 
も
ま
し
て
か
れ
じ
し
ん
の
独
自
な
立
場
を
宮
廷
の
内
外
に
表
明
し
た
い
か
ら

 
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
瞬
間
に
お
け
る
家
持
の
、
伸
麻
呂
へ
の
屈
服
の

 
ほ
か
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
1
中
略
一
そ
し
て
、
「
族
に
喩
す
歌
」
の

 
長
歌
そ
の
も
の
は
、
同
日
に
「
無
常
を
悲
し
み
、
修
道
を
欲
ひ
て
」
作
っ
た

 
二
首
、
さ
ら
に
「
寿
を
願
ひ
て
作
る
歌
一
首
」
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
（
こ

．
れ
ら
は
長
歌
と
ち
が
っ
て
他
人
に
披
露
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
）
、
か
れ

 
の
収
拾
し
が
た
い
混
迷
と
欝
屈
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
う
け
と
ら
れ
、
そ
れ

 
だ
け
に
、
挙
兵
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い
と
い
き
り
た
立
つ
同
族
の
強
硬
派
か

 
ら
軽
侮
を
買
っ
て
も
か
れ
ら
の
志
を
ひ
る
が
え
さ
せ
る
力
は
な
か
っ
た
。

長
々
と
引
用
し
た
が
、
歴
史
家
の
大
胆
で
率
直
な
論
旨
は
殆
ん
ど
間
然
す
る
と

こ
ろ
が
な
く
、
こ
れ
を
歌
の
上
で
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
本
稿
の
目
的
は

完
壁
で
あ
ろ
う
。
い
よ
い
よ
歌
を
少
し
こ
ま
か
く
見
る
こ
と
に
す
る
。

 
 
や
か
ら

 
「
族
に
回
す
歌
」
は
家
持
長
歌
の
最
終
作
（
最
も
新
し
い
歌
）
で
あ
る
と

同
時
に
、
『
万
葉
集
』
最
後
の
長
歌
で
あ
る
が
、
そ
の
歌
が
、
大
伴
氏
の
名
を

貴
し
と
す
る
歌
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
意
義
深
い
と
思
う
。
雄
略
、
督
明
の

両
天
皇
に
よ
っ
て
労
っ
た
『
万
葉
集
』
は
、
大
伴
氏
を
喩
す
歌
で
幕
を
閉
じ
た

わ
け
で
あ
る
。
全
編
五
十
九
句
、
一
気
に
歌
っ
て
弛
む
と
こ
ろ
の
な
い
大
作
で

あ
る
。
「
ひ
さ
か
た
の
天
の
戸
開
き
…
…
皇
祖
の
神
の
御
代
よ
り
」
は
、
有
名

な
天
孫
降
臨
を
歌
う
が
、
「
天
の
戸
を
開
く
」
伝
承
は
「
日
本
書
紀
』
の
こ
の

場
面
の
、
第
四
の
一
書
に
あ
る
「
天
磐
戸
を
引
き
開
け
」
に
あ
た
る
か
と
思
わ

れ
る
、
篭
や
や
特
殊
な
伝
承
で
あ
り
、
あ
る
い
は
大
伴
氏
に
深
く
関
わ
り
が
あ
る

か
と
思
わ
れ
る
。

 
 
は
じ

 
「
楯
弓
を
 
手
握
り
持
た
し
…
掃
き
清
め
 
仕
へ
奉
り
て
」
は
、
天
孫
降
臨

以
来
神
武
天
皇
ま
で
、
大
伴
氏
の
祖
先
が
い
か
に
功
績
が
あ
っ
た
か
を
説
い
て

い
る
が
、
大
久
緒
言
を
大
伴
氏
の
統
率
下
に
い
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
『
古

語
拾
遺
』
も
同
じ
伝
承
で
あ
る
し
、
家
持
の
歌
で
あ
っ
て
み
れ
ば
当
然
で
あ
る

が
、
『
古
事
記
』
で
は
天
忍
日
命
蕨
雛
連
）
と
天
津
久
米
異
母
一
直
）
は
同
等
に
扱

わ
れ
て
い
て
、
氏
族
の
消
長
を
物
語
っ
て
い
る
。
天
皇
の
傍
ら
に
あ
っ
て
国
土

統
一
に
働
い
た
様
子
が
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
傍
ら
に
あ
る
と
い
う
よ
り
先
頭
に

立
っ
た
祖
先
の
名
誉
が
高
ら
か
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

 
「
秋
津
島
 
大
和
の
国
の
…
清
き
そ
の
名
そ
」
は
、
神
武
天
皇
以
来
、
赤
心

を
以
て
仕
え
、
天
皇
が
御
言
葉
を
掛
け
て
授
け
て
下
さ
っ
た
尊
い
家
名
で
あ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
が
ね

と
歌
う
。
こ
れ
は
、
有
名
な
「
陸
奥
国
か
ら
金
を
出
だ
す
詔
書
」
（
天
平
勝

宝
元
年
四
月
一
日
半
第
十
三
詔
）

 
 
又
大
伴
佐
伯
宿
禰
波
常
母
云
如
久
天
皇
朝
龍
馬
奉
事
顧
奈
伎
人
等
亦
阿
礼
波

 
汝
豚
知
祖
阯
母
旧
来
久
海
行
波
美
豆
久
屍
山
行
波
草
牟
須
屍
王
乃
幣
跡
去
回
米
能

 
二
陣
波
面
死
止
云
来
流
人
等
等
奈
聞
召
須

や
、
天
平
宝
字
元
年
七
月
二
日
の
孝
謙
女
帝
の
詔
、

 
 
又
竪
子
卿
等
者
天
皇
大
命
以
汝
叢
話
召
乱
酔
詔
嬬
朕
後
脚
大
后
ホ
仕
奉
利
助

 
奉
蝋
詔
伎
又
大
伴
佐
伯
宿
禰
沖
波
自
認
天
皇
御
世
内
国
兵
血
為
而
仕
万
来
。

 
又
大
伴
宿
禰
等
厳
吾
族
跡
在

な
ど
に
明
か
な
よ
う
に
、
天
平
年
間
に
お
け
る
天
皇
の
大
伴
氏
観
は
、
そ
れ
が

た
と
え
意
図
的
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
極
め
て
高
く
名
誉
の
家
柄
と
認
め
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。
「
第
十
三
詔
」
に
対
し
て
は
家
持
も
大
い
に
感
激
し
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
と
ほ

「
陸
奥
の
国
よ
り
金
を
出
だ
せ
る
詔
書
を
賀
ぐ
歌
」
 
（
四
〇
九
四
～
七
）
を
．

作
っ
て
い
る
。
「
族
を
喩
す
歌
」
は
「
聞
く
入
の
鏡
と
仰
ぐ
べ
き
、
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
汚
れ
な
き
家
名
で
あ
る
」
と
鏡
に
言
寄
せ
て
確
固
た
る
信

（6）



念
の
も
と
に
歌
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
右
の
よ
う
な
天
皇
家
の
認
識
も
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
の
感
銘
を
受
け
な
い
と
よ
く

言
わ
れ
る
し
、
そ
の
中
に
は
『
万
葉
集
私
注
』
の
よ
う
に

 
 
賀
陸
奥
国
出
金
歌
の
如
き
純
一
さ
は
そ
の
心
境
に
既
に
見
ら
れ
な
い
の
で

 
あ
る
。
名
を
惜
し
む
と
い
ふ
精
神
も
、
既
に
末
端
的
に
な
り
、
御
都
合
主
義

 
に
随
落
し
て
居
る
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

と
酷
評
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
高
揚
す
る
気
迫
こ
そ
な
い
に
し
て
も
、
静
か
に

説
き
明
か
す
歌
い
ぶ
り
の
申
に
は
、
む
し
ろ
信
念
と
し
て
自
ら
の
生
き
方
を
選

'
択
し
た
家
持
の
強
い
姿
勢
が
逆
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
 
「
お
ぼ
ろ
か
に
…
大
夫
の
伴
」
は
、
長
歌
の
真
意
を
述
べ
た
部
分
で
「
か
り

そ
め
に
も
、
祖
先
の
名
を
絶
っ
て
は
な
ら
な
い
。
大
伴
と
名
を
負
っ
て
い
る
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
な
こ
と

夫
の
伴
」
と
歌
い
終
え
る
。
「
虚
言
も
祖
の
名
断
つ
な
」
と
は
何
と
悲
痛

な
叫
び
で
は
な
い
か
。
時
代
は
潰
乱
と
し
て
流
れ
、
奈
良
麻
呂
の
変
（
七
月
）

の
直
前

 
 
 
 
勝
宝
九
歳
六
月
廿
三
日
、
大
監
物
三
王
の
宅
に
思
す
る
歌
一
・
首

 
 
移
り
行
く
時
見
る
ご
と
に
心
い
た
く
昔
の
人
し
念
ほ
ゆ
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
八
三
）

と
歌
っ
た
家
持
と
、
変
の
後
の

 
 
 
 
天
平
宝
字
元
年
十
一
月
十
八
日
、
内
裏
に
て
と
賜
㌶
り
き
こ
し
め
す

 
 
 
 
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
と

 
 
い
ざ
子
ど
も
た
は
わ
ざ
な
せ
そ
天
地
の
固
め
し
国
そ
大
倭
島
根
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
八
七
）

と
歌
り
た
藤
原
伸
麻
呂
の
得
意
満
面
の
様
子
、
そ
こ
に
は
、
驕
り
の
気
配
さ
え

見
え
る
が
、
二
人
の
対
比
を
見
る
時
、
大
伴
氏
の
嫡
流
と
し
て
「
伴
の
氏
の

大
伴
家
持
小
論
 
-
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十
七
日
作
の
六
首
を
め
ぐ
っ
て
一

名
」
を
い
か
に
し
て
も
守
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
家
持
は
恐
ら
く
必
死
の
思
い

で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
反
歌
の
二
首
は
、
長
歌
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
す
が
に
意
を
饗

し
、
し
か
も
力
強
い
。
第
一
首
目
は
長
歌
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
「
心
つ
と
め

よ
」
と
軽
挙
妄
動
を
い
ま
し
め
、
二
首
目
で
は
大
伴
氏
が
武
を
も
っ
て
天
皇
に

仕
え
た
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。

 
以
上
の
三
首
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
「
大
伴
の
名
」
を
貴
ぶ
気
持
で
あ
る
が
、

こ
の
思
い
は
、
す
で
に
天
平
十
六
年
（
七
四
四
年
）
の
安
積
皇
子
麗
去
の
際
の

挽
歌
に
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
の

 
 
大
伴
の
名
に
負
ふ
靭
負
ひ
て
万
代
に
慧
み
し
心
何
虞
か
寄
せ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
八
○
）

と
あ
り
、
そ
の
他
に
も

 
 
…
大
伴
の
 
四
つ
神
祖
の
 
そ
の
名
を
ば
 
大
来
目
主
と
 
負
ひ
持
ち
て

 
 
…
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
（
四
〇
九
四
）

 
 
大
伴
の
遠
つ
神
祖
の
奥
津
城
は
し
る
く
標
立
て
人
の
知
る
べ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
〇
九
六
）

 
 
 
も
の
の
ふ

 
 
…
物
部
の
 
八
十
伴
の
男
も
 
己
が
負
へ
る
 
己
が
名
負
ひ
て
 
大
君

 
 
 
 
ま
け

 
 
の
 
任
の
ま
に
ま
に
…
（
四
〇
九
八
）

 
 
 
 
 
ま

 
 
…
さ
し
任
く
る
、
情
障
ら
ず
 
後
の
代
の
 
語
り
継
ぐ
べ
く
 
名
を
立
つ

 
 
べ
し
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
（
四
一
六
四
）

 
 
大
夫
は
名
を
し
立
つ
べ
し
後
の
代
に
聞
き
継
ぐ
人
も
語
り
続
く
が
ね

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
一
六
五
）
，

と
家
持
の
意
識
の
底
深
く
「
家
の
名
」
が
横
た
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

（7）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
り

・
「
病
に
臥
し
て
無
常
を
悲
し
び
、
修
道
を
欲
し
て
作
る
歌
」
は
、
私
に
は
あ

ま
り
に
出
来
す
ぎ
て
い
て
創
作
臭
く
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ご
の
歌
は
明
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ど
ま

に
山
上
憶
良
の
「
世
間
の
収
り
難
ぎ
を
哀
し
ぶ
る
歌
」
（
八
〇
四
・
五
）
「
沈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
し
な
 
 
 
ま
た

痛
．
自
恋
文
」
と
「
老
い
た
る
身
の
重
き
病
に
年
を
経
て
辛
苦
み
、
及
児
等
を
思

ふ
歌
」
 
（
八
九
七
ピ
九
〇
三
）
に
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
て
お
り
、
憶
良
の
こ

れ
等
の
歌
か
ら
家
持
の
「
世
間
の
無
常
を
悲
し
ぶ
る
歌
」
 
．
（
四
一
六
〇
）
が
生

ま
れ
、
更
に
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
憶
良
の
「
世
間
の
住

り
…
」
と
家
持
の
「
世
間
の
無
常
を
…
」
の
歌
と
は
、
題
詞
の
類
似
性
、
「
と

ど
み
か
ね
つ
も
」
の
語
句
上
の
つ
な
が
り
、
更
に
直
接
の
証
拠
で
は
な
い
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
が

す
ぐ
後
に
あ
る
「
勇
士
の
名
を
振
ふ
を
慕
ふ
歌
」
 
（
四
一
六
四
・
五
）
の
左
注

に
、
「
右
二
首
は
、
山
上
憶
良
の
臣
の
作
れ
る
歌
に
追
ひ
て
和
ふ
る
」
と
あ
っ

て
、
憶
良
の
影
響
が
こ
の
あ
た
り
の
家
持
歌
に
及
ん
で
い
る
事
な
ど
か
ら
、
極

め
て
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
家
持
の
内
部
で
も
「
世
間

の
常
無
き
を
悲
し
む
歌
」
で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
ろ

 
う
つ
せ
み
の
常
無
き
見
れ
ば
世
の
中
に
情
つ
け
ず
て
念
ふ
日
ぞ
多
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
一
六
二
）

と
単
に
嘆
き
苦
し
む
態
度
か
ら
「
道
を
尋
ね
な
」
と
変
う
て
い
て
、
俗
界
を
捨

て
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

 
第
二
首
目
は
ま
さ
に
仏
教
讃
歌
で
、
光
陰
を
惜
ん
で
仏
道
に
帰
依
し
、
再
び

生
を
人
間
に
う
け
て
仏
道
に
逢
お
う
と
願
う
の
は
当
時
の
一
般
的
な
思
想
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
最
後
に
「
寿
を
願
ひ
て
作
る
歌
」
で
あ
る
が
、

よ
う
に
、
山
上
憶
良
の
、

こ
の
歌
は
誰
も
が
指
摘
す
る

 
9
水
沫
な
す
も
ろ
き
命
も
た
く
縄
の
千
尋
に
も
が
と
願
ひ
暮
し
つ
（
九
〇
二
）

に
学
ん
で
の
作
で
あ
る
。
更
に
同
じ
心
良
の

 
 
し
っ
た
ま
き

 
 
倭
文
手
掌
数
に
も
あ
ら
ぬ
身
に
は
あ
れ
ど
千
年
に
も
が
と
念
ほ
ゆ
る
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
九
〇
三
）

と
の
両
首
に
拠
っ
て
い
る
と
言
う
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
「
仮
れ
る
身
」
は
、
家

持
の
 
（
四
六
六
）
の
長
歌
の
中
に
も
「
…
う
つ
せ
み
の
 
遺
れ
る
身
な
れ
ば

露
霜
の
 
消
ぬ
る
が
如
く
…
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
で
は
、
人
間
の
身
体

は
地
水
火
風
の
溜
り
に
合
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
こ
は
そ
れ
に
よ

っ
て
の
言
葉
で
、
す
ぐ
前
の
「
病
に
臥
し
て
…
」
の
歌
に
続
け
て
詠
ま
れ
た
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
つ
ぼ

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
数
な
き
身
、
泡
沫
な
す
溢
れ
る
身
」
と
の

認
識
か
ら
、
仏
道
に
入
る
か
、
千
年
の
命
を
願
う
か
は
全
く
違
う
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
来
世
も
人
間
に
生
れ
て
仏
道
に
逢
お
う
と
い
う
の
あ
っ
て
み
れ
ば
、

永
遠
の
命
を
欲
す
る
の
と
、
そ
れ
程
の
相
違
は
な
．
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
家
持

の
本
心
は
、
と
に
か
く
生
き
延
び
る
事
に
あ
っ
た
。

 
こ
れ
ま
で
六
首
の
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
に
見
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
三
類
の
歌
に

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
「
さ
や
け
し
、
き
よ
し
」
が
あ
る
。

 
 
あ
た
ら
し
き
吉
用
伎
そ
の
名
そ
（
四
四
六
五
）

 
 
古
ゆ
，
佐
夜
気
久
負
ひ
て
（
四
四
六
七
）

 
 
山
川
の
 
佐
夜
気
吉
見
つ
つ
（
四
四
六
八
）

 
 
伎
欲
吉
そ
の
道
（
四
四
六
九
）

が
そ
れ
等
で
あ
る
。
「
さ
や
け
く
、
き
よ
き
」
な
ど
は
こ
の
六
首
の
歌
の
前
後

の
歌
に
も

 
 
河
見
れ
ば
 
見
の
さ
や
け
く
（
四
三
六
〇
）

（8）
／



 
 
 
 
 
 
 
こ

 
 
秋
風
の
吹
き
扱
き
敷
け
る
花
の
庭
清
き
月
夜
に
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
五
三
）

 
 
群
鳥
の
朝
立
ち
往
に
し
君
が
上
は
さ
や
か
に
聞
き
つ
思
ひ
し
如
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
七
四
）

と
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、
六
首
中
四
首
に
「
さ
や
け
し
、
き
よ
し
」
と
出
て
く

る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
は
、
や
は
り
逆
立
六
首
が
一
日
に
詠
ま
れ
た
か
ら
、
近
い
言
葉
遺
い

が
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
今
一
つ
は
、
家
持
の
心

の
申
に
、
自
分
が
潔
白
で
、
乱
を
謀
る
気
持
の
な
い
事
、
純
粋
に
祖
先
か
ら
の
名

を
思
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
事
を
明
か
に
し
た
い
思
い
が
渦
巻
い
て
い
た
か
ら

で
あ
る
、
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
当
時
臣
の
と
る
べ
き
態
度
は
、
「
明
き
浄

き
直
き
誠
の
心
で
怠
る
こ
と
な
く
仕
へ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
後

者
の
考
え
も
捨
て
難
く
思
わ
れ
る
。
こ
の
ご
つ
の
い
ず
れ
も
が
働
い
て
、
「
き

よ
し
、
さ
や
け
し
」
と
歌
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
以
上
、
家
持
の
生
涯
か
ら
、
歌
一
首
一
首
に
つ
い
て
縷
々
述
べ
て
来
た
が
、

最
後
に
こ
の
着
類
六
首
の
歌
に
つ
い
て
の
私
見
を
要
約
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。 

一
見
、
三
つ
の
発
想
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
か
の
よ
う
な
六
首
の
歌
は
、
実

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
か
ら

は
明
確
な
意
図
の
元
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
「
族
に
喩
す
歌
」

は
、
神
代
以
来
の
名
誉
の
家
名
を
ひ
た
す
ら
守
り
伝
え
て
行
く
こ
と
を
願
う
率

直
な
家
持
の
気
持
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
、
先
の
古
慈
悲
の

事
件
や
、
現
在
進
行
中
の
古
麻
呂
達
の
反
仲
麻
呂
運
動
の
如
き
軽
率
な
行
動
を

決
し
て
行
わ
な
い
こ
と
の
宣
言
で
あ
っ
た
。
次
に
「
病
に
臥
し
て
無
常
を
悲
し

大
伴
家
持
小
論
 
一
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
十
七
日
作
の
六
首
を
め
ぐ
っ
て
一

び
、
修
道
を
欲
し
て
作
る
歌
」
は
、
病
床
に
あ
る
身
で
は
世
俗
的
な
望
み
は
全

く
無
く
、
つ
く
づ
く
無
常
を
感
じ
て
悲
し
ん
で
は
仏
道
に
入
ら
ん
こ
と
を
希
う

だ
け
で
あ
る
と
の
表
明
で
あ
り
、
「
寿
を
願
ひ
て
作
る
歌
」
は
、
千
年
も
万
年

も
生
き
続
け
た
い
身
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
軽
率
な
行
動
で
一
命
を
失
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
、
た
だ
た
だ
反
藤
原
色
の
な
い
こ
と
を
明
か
に
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
越
中
守
時
代
あ
れ
程
ま
で
に
親
愛
の
情
を
示
し
、
歌

の
贈
答
を
頻
り
に
行
っ
た
大
伴
池
主
と
も
挟
を
別
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
宣
言
通
り
に
何
の
行
動
も
起
こ
さ
な
か
っ
た
家
持
は
、
右
兵
部
大
輔
に
昇

』
リ
、

 
 
咲
く
花
は
う
つ
ろ
ふ
時
あ
り
あ
し
ひ
き
の
山
菅
の
温
し
長
く
は
あ
り
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
四
四
八
四
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
は
れ

 
 
 
右
の
一
首
は
、
大
伴
宿
禰
家
持
、
物
色
の
変
化
を
悲
し
び
怜
び
て
作

 
 
 
れ
り
。

の
歌
を
詠
ん
で
自
ら
を
慰
め
た
の
で
あ
る
。
何
と
意
味
あ
り
気
な
歌
で
あ
ろ

う
。
家
持
は
こ
の
後
も
昇
進
を
続
け
、
申
納
言
従
三
位
を
も
っ
て
そ
の
生
涯
を

終
え
る
。
然
し
死
後
二
十
余
日
に
し
て
、
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
に
掛
り
が
あ
っ

た
と
し
除
名
き
れ
、
そ
の
罪
が
許
さ
れ
る
の
は
二
十
一
年
後
の
大
同
元
年
三
月

で
あ
っ
た
。

（9）


